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蹴
上
水
力
発
電
所
、

高
知
県
梼ゆ

す

原は
ら

町
を
視
察

2
0
1
1
年
夏
、
日
本
に
お
け
る
水
力
発
電

の
発
祥
の
地
で
あ
る
蹴
上
水
力
発
電
所
を
党
議

員
団
で
視
察
・
調
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
1
0
0
％
」
を
め

ざ
し
て
い
る
高
知
県
梼
原
（
ゆ
す
は
ら
）
町
の

水
力
発
電
所
な
ど
を
視
察
・
調
査
し
ま
し
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
！　

嵐
山
小
水
力
発
電
等
を
調
査

「
原
発
ゼ
ロ
」
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
推
進
す
る
こ
と
が
必

要
で
、
小
水
力
発
電
も
そ
の
一
つ
。
2
0
1
2
年

3
月
に
、
ド
イ
ツ
の
環
境
団
体
ブ
ン
ド
の
創
始
者

で
あ
る
エ
ア
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
ル
ツ
さ
ん
と
嵐
山
・

桂
川
の
小
水
力
発
電
を
視
察
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
８
月
の
党
議
員
団
の
他
都
市
調
査

で
は
、
都
留

市
の
小
水
力

発
電
な
ど
を

調
査
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
抜
本

的
普
及
へ
取

り
組
ん
で
い

ま
す
。

被
災
地
復
興
へ　

宮
城
県
石
巻
市
へ

2
0
1
2
年
８
月
、
日
本
共
産
党
議
員
団
で

震
災
か
ら
１
年
5
ヵ
月
の
被
災
地
宮
城
県
石
巻

市
を
視
察
し
ま
し
た
。
津
波
で
被
害
に
あ
っ
た

門
脇
小
学
校
や
仮
設
住
宅
を
訪
れ
、
被
災
者
の

方
々
と
懇
談
。「
く
ら
し
の
復
興
は
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
」
と
い
う
実
態
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

宮
城
県
の
復
興
計
画
は
、
住
民
の
く
ら
し
よ
り

も
大
型
開
発
事
業
優
先
で
す
。
引
き
続
き
、
被
災

者
に
よ
り
そ
っ
た
支
援
が
重
要
で
す
。

美
浜
原
発
、高
速
増
殖
炉

「
も
ん
じ
ゅ
」を
視
察
・
調
査

2
0
1
1
年
６
月
、
京
都
府
議
団
、
兵
庫
県

議
団
と
共
同
で
、
若
狭
湾
の
原
発
群
で
あ
る
美

浜
原
発
、
高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
を
視
察
。

福
井
県
庁
で
担
当
者
と
懇
談
し
た
あ
と
調
査
し

ま
し
た
。

美
浜
原
発
、「
も
ん
じ
ゅ
」
で
説
明
を
受
け
ま

し
た
が
、「
も
ん
じ
ゅ
は
21
ｍ
の
高
台
に
あ
り
津
波

で
も
大
丈
夫
」
と
の
こ
と
で
、
ま

さ
に
安
全
を
Ｐ
Ｒ
す
る
セ
ン
タ
ー

そ
の
も
の
。
福
井
県
庁
で
「
琵
琶

湖
の
対
策
は
」
と
聞
く
と
、「
事
故

は
起
き
な
い
の
で
考
え
て
い
な
い
」

と
の
回
答
。
い
か
に
も
、「
安
全
神

話
」
の
も
と
で
原
発
を
推
進
し
て

き
た
立
地
県
ら
し
い
答
弁
で
し
た
。

京
都
市
は
若
狭
湾
の
原
発
群
か

ら
80
㎞
圏
内
。
独
自
の
対
策
を
す

す
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
改
め
て

痛
感
し
た
視
察
・
調
査
と
な
り
ま

し
た
。

「
原
発
ゼ
ロ
」へ　

緊
急
行
動（
東
京
）に
参
加

女
優
の
吉
永
小
百
合
さ
ん
な
ど
広
範
な
人
た

ち
が
賛
同
し
て
開
催
さ
れ
た
2
0
1
1
年
７
月

の
「
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
７
・
２
緊
急
行
動
」
に

参
加
し
ま
し
た
。

東
京
・
明
治
公
園
に
は
２
万
人
が
参
加
。
原

発
を
な
く
そ
う
と
の
熱
気
、
福
島
の
被
災
者
の

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
、
女
子
学
生
に
よ
る
「
私

た
ち
の
未
来
に
危
険
な
原
発
は
い
り
ま
せ
ん
」

の
発
言
な
ど
。「
原
発
ゼ
ロ
」
へ
、
参
加
者
が

心
を
一
つ
に

し
た
緊
急
行

動
と
な
り
ま

し
た
。

　
「
即
時
原
発

ゼ
ロ
」を
願
う

み
な
さ
ん
と

全
力
を
あ
げ

て
い
ま
す
。　

福井県庁で担当者から聞き取り（2011年６月）

「原発ゼロ」、環境を守って！

高知県梼原町のペレット工場を視察（2011年８月）

嵐山の小水力
発電を調査

（2012 年 3 月）

石巻市の仮設住宅のみなさんと
（2012 年８月） 

「原発ゼロをめざす 7･2 緊急行動」（2011年７月）

原発・再生可能エネルギー
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嵯
峨
車
道
踏
切
の

改
善
を

市
建
設
局
と
の
現
地
調
査
に
も
取
り
組
み
、

踏
切
の
改
善
を
ね
ば
り
強
く
求
め
て
き
た
「
車

道
踏
切
の
改
善
を
望
む
会
」
の
み
な
さ
ん
は
、

昨
年
9
月
に
も
京
都
市
と
懇
談
し
ま
し
た
。

懇
談
で
は
、「
安
全
を
基
準
と
す
る
発
想
で
考

え
て
ほ
し
い
」「
弱
者
の
立
場
で
」「
南
北
通
路
は

で
き
た
が
、
踏
切
が
生
活
道
路
」
な
ど
と
、
切

実
な
声
が
相
次
い
で
出
さ
れ
ま
し
た
。
安
全
第

一
は
住
民
の
み
な
さ
ん
の
願
い
で
す
。

市
バ
ス
運
賃
の
均
一
区
間
が

嵯
峨
･
嵐
山
地
域
に
拡
大

右
京
区
の
「
市
民
の
足
を
守
る
会
」
の
み
な

さ
ん
は
、
市
バ
ス
の
充
実
を
求
め
、
毎
年
、「
市

民
集
会
」
を
開
い
て
運
動
の
交
流
を
は
か
る
と

と
も
に
、
綾
部
市
の
運
行
す
る
「
あ
や
バ
ス
」
の

視
察
調
査
、
市
交
通
局
と
の
懇
談
な
ど
に
ね
ば

り
強
く
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

右
京
区
民
の
長
年
の
要
望
で
あ
っ
た
市
バ
ス
運

賃
均
一
区
間
が
、
今
年
3
月
か
ら
嵯
峨
･
嵐
山
地
域

に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

山
ノ
内
浄
水
場
跡
地
の
活
用
は

住
民
合
意
で

廃
止
さ
れ
た
山
ノ
内
浄
水
場
の
跡
地
活
用
に

つ
い
て
、
御
池
通
か
ら
南
側
に
は
「
京
都
学
園

大
学
」
の
進
出
が
決
ま
り
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
御
池
通
り
北
側
の
活
用
計
画
は
未

定
の
ま
ま
で
す
。

「
跡
地
活
用
を
は
か
る
会
」の
み
な
さ
ん
が
、「
北

側
の
土
地
は
市
民
が
憩
え
る
場
に
」
と
、
市
に
要

望
を
届
け
、
議
会
で
も
、「
北
側
の
活
用
は
住
民

合
意
で
す
す
め
る
べ
き
」
と
求
め
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
太
秦
駅

一
日
も
早
く

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を

Ｊ
Ｒ
太
秦
駅
の
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
基
本
構

想
」
が
策
定
さ
れ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
1
5
年
度
目
標
と
な
っ
て
い
た
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
に
つ
い
て
、
昨
年
4
月
に
は
、「
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
」
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
「
一

日
も
早
く
実
現
し
て
ほ

し
い
」
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に

申
し
入
れ
、
要
望
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、「
目

標
の
2
0
1
5
年
度
を

で
き
る
だ
け
前
倒
し
し
た

い
。
14
年
度
に
出
来
れ
ば

と
考
え
て
い
る
」
と
、
初

め
て
完
成
時
期
を
示
し
て

回
答
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
狭
い
ホ
ー
ム
の
改
善

な
ど
の
安
全
対
策
を
求
め

て
い
ま
す
。

阪
急
西
院
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
実
現
へ

Ｊ
Ｒ
太
秦
駅
に
つ
づ
き
、
阪
急
西
院
駅
が

2
0
1
3
年
度
に「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
基
本
構
想
」

を
策
定
す
る
「
重
点
整
備
地
区
」
に
選
定
さ
れ
、

昨
年
8
月
に
は
「
基
本
構
想
素
案
」
が
発
表
さ
れ

て
、
い
よ
い
よ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
実
現
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

8
月
に
は
駅
舎
の
改
築
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
、
改
札
口
を
新
た
に
2
カ
所
新
設
す
る
な
ど
、

具
体
的
な
考

え
方
も
示
さ

れ
ま
し
た
。

「
住
み
よ
い

西
院
学
区
を
つ

く
る
会
」
を
は

じ
め
と
す
る
地

元
の
み
な
さ
ん

の
長
年
の
要
望

と
運
動
、
議
会

の
論
戦
が
実
っ

た
も
の
で
す
。

ＪＲ西日本にエレベーターの早期設置を要望（2013 年 4 月）

市建設局とともに現地調査（2011年 8 月）

綾部市の「あやバス」を視察　（2011年 7 月）

山ノ内浄水場跡地を視察（2013 年 2 月） 

阪急西院駅のバリアフリー化を求め、市と懇談（2012 年 5 月）

まちづくり

住民とともに住みよい
まちづくりへ
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みなさんの声を
議会に届けて

も
早
く
、
通
院
も
小
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
す
べ
き
。

Ｊ
Ｒ
太
秦
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、「
国
・
府
・
市
と
協
力
し

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
発
言
。
協
議
を
す
す
め
早
急
な
具
体
化
を
。

5
0
0
0
人
以
上
の
未
整
備
駅
も
次
期
構
想
に
も

り
こ
み
改
善
を
。

即
時
原
発
ゼ
ロ
、大
飯
原
発
稼
働
ス
ト
ッ
プ
を

福
島
で
は
16
万
人
が
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、

深
刻
な
事
態
。
市
民
の
い
の
ち
と
安
全
を
守
る
た

め
、
即
時
原
発
ゼ
ロ
の
立
場
に
た
ち
、
大
飯
原
発

の
稼
働
中
止
を
求
め
る
べ
き
。

京
都
市
全
域
を
防
災
地
域
に
、

ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
体
制
を

福
島
原
発
事
故
を
ふ
ま
え
、
防
災
地
域
を
京
都

全
域
に
広
げ
、
ヨ
ウ
素
剤
の
き
め
細
か
な
備
蓄
と

服
用
の
体
制
を
つ
く
る
べ
き
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
条
例
を
つ
く
り
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を

小
規
模
分
散
型
、
地
域
循
環
型
の
政
策
を
す
す
め

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
条
例
を
つ
く
り
、
産
業
政
策
と

し
て
位
置
づ
け
、
市
民
と
と
も
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
を
。

上
下
水
道
料
金
値
上
げ
を
や
め
よ

厳
し
い
市
民
生
活
の
実
態
、
値
上
げ
に
よ
る
市
民
生

活
・
京
都
経
済
の
影
響
を
ど
う
考
え
る
か
。
国
に
補

助
制
度
の
確
立
を
求
め
、
市
と
し
て
も
補
助
を
復
活

し
て
老
朽
管
対
策
を
す
す
め
。
値
上
げ
を
撤
回
せ
よ
。

山
ノ
内
浄
水
場
跡
地
活
用
は

住
民
合
意
で

浄
水
場
跡
地
は
市
有
地
で
あ
り
、
市
民
の

財
産
で
あ
る
。
北
側
の
活
用
に
つ
い
て
、
市

民
的
議
論
や
要
望
を
ふ
ま
え
、
合
意
と
納
得

の
上
で
す
す
め
よ
。

防
災
対
策
総
点
検
中
間
報
告
に
つ
い
て

防
災
対
策
総
点
検
中
間
報
告
で
「
若
狭
原
発
の

事
故
が
お
こ
っ
て
も
、
福
島
の
よ
う
な
複
合
災
害

の
リ
ス
ク
は
少
な
い
」「
放
射
性
物
質
が
飛
散
し
て

も（
琵
琶
湖
の
）水
中
で
希
釈
さ
れ
る
」と
あ
る
が
、

市
長
の
認
識
は
ど
う
か
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本
格
的
普
及
を　

京
都
議
定
書
発
祥
の
地
・
京
都
市
こ
そ
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
本
格
的
普
及
を
。
市
民
協
同
発
電
の

補
助
制
度
を
つ
く
り
、
金
融
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
共

同
し
、
ゼ
ロ
円
シ
ス
テ
ム
や
融
資
制
度
導
入
を
。　

耐
震
改
修
を
促
進
す
べ
き

建
築
物
の
耐
震
化
は
遅
れ
た
ま
ま
。
木
造
住
宅

は
57
％
、
市
営
住
宅
は
57.
1
％
。
最
優
先
で
取
り

組
む
べ
き
。

国
保
料
の
引
き
下
げ
を

国
保
会
計
は
3
年
連
続
で
単
年
度
黒
字
。
市
民

生
活
が
厳
し
い
今
こ
そ
国
保
料
を
引
き
下
げ
る
べ

き
。
資
格
証
明
書
・
短
期
証
の
発
行
、
財
産
差
し

押
さ
え
を
中
止
す
べ
き
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を

京
都
市
は
、
府
の
制
度
に
上
乗
せ
の
な
い
唯
一
遅

れ
た
自
治
体
。
政
令
市
で
も
拡
充
し
て
い
る
。
1
日

議会

　
2
0
1
1
年
9
月
市
会
　
本
会
議
代
表
質
問

（
市
長
）
今
後
、
地
震
想
定
が
明
ら
か
に
な
れ

ば
、
適
切
に
対
応
す
る
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

が
新
た
に
3
ヵ
所
設
置
さ
れ
る
。
滋
賀
県
な
ど

近
隣
自
治
体
と
も
連
携
し
て
適
切
に
対
応
す
る
。

（
市
長
）
民
間
木
造
住
宅
や
緊
急
輸
送
道
沿
道

を
重
点
に
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と

な
り
目
標
達
成
に
努
め
る
。

（
市
長
）
新
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
で
位
置
づ

け
た
。
い
っ
そ
う
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及

拡
大
に
取
り
組
む
。
新
計
画
で
市
民
協
同
発
電

を
明
記
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
、
新
た
な

仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

（
局
長
）
累
積
赤
字
が
あ
り
、
引
き
下
げ
は
出

来
な
い
。
資
格
証
明
書
発
行
や
差
し
押
さ
え
は
、

負
担
の
公
平
性
か
ら
や
む
を
得
な
い
。
個
々
の

世
帯
の
状
況
を
き
め
細
か
く
聞
き
、
適
切
に
判

断
し
て
い
る
。

（
副
市
長
）
福
島
事
故
の
影
響
は
深
刻
。
中
長

期
的
に
は
脱
原
発
依
存
、
短
期
的
に
は
稼
働
が

必
要
。
大
飯
原
発
は
活
断
層
の
有
無
に
つ
い
て

徹
底
調
査
と
安
全
基
準
を
策
定
し
た
上
で
、
再

審
査
を
行
い
、
安
全
確
保
に
万
全
を
期
す
べ
き
。

（
副
市
長
）
原
子
力
部
会
の
意
見
を
ふ
ま
え
、

32.
5
㎞
に
か
か
る
地
域
も
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
継
続
す
る
。
ヨ
ウ
素
剤
は
、
32.
5
㎞
を
こ
え

る
地
域
に
備
蓄
す
る
た
め
、予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

（
副
市
長
）
岡
崎
地
域
の
実
証
事
業
、
小
水
力

発
電
導
入
を
す
す
め
、「
京
都
産
業
エ
コ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
機
構
」
を
設
立
し
、
産
業
観
光
局
を
中

心
に
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
創
出
に
取
り
組
む
。

（
市
長
）
条
件
が
整
い
つ
つ
あ
り
最
優
先
で
早

急
に
整
備
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。
5
0
0
0

人
以
上
の
未
整
備
駅
は
検
討
会
議
で
協
議
す
る
。

（
市
長
）
今
回
の
料
金
改
定
は
老
朽
化
し

た
水
道
管
の
更
新
財
源
確
保
が
目
的
。
国

に
財
政
支
援
制
度
の
拡
充
を
求
め
て
い
る
。

（
局
長
）今
後
も
住
民
に
丁
寧
に
説
明
す
る
。

北
側
用
地
は
、
南
側
用
地
の
大
学
と
相
乗

的
な
立
地
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

（
局
長
）
厳
し
い
財
政
の
も
と
課
題
は
あ
る
が
、

引
き
続
き
拡
充
に
向
け
、
精
力
的
に
検
討
す
る
。

2
0
1
3
年
2
月
市
会
　

本
会
議
代
表
質
問

5 IWAHASH I  CH IYOMI 6

常任委員会や予決算特別委員会でも、「台風 18号
被害対策」「通学路の安全対策」をはじめとして、
みなさんの切実な要求の実現を求めてきました。



2013年９月市会
市長総括質疑で追及

地域の要望・要求を
実現 嵯 峨 中 山

公 園 に 高 い
フ ェ ン ス が
設 置 さ れ ま
した。

JR 山 陰 本 線　
有 栖 川 踏 切
の 狭 く な っ
て い た 北 西
角 が 改 善 さ
れました。

太 秦 乾 町　「 止 ま
れ」など交通規制の
道路標識が改善さ
れました。

嵯 峨 清 滝 道　
通 学 路 に 歩
行 者 用 信 号
機 が 設 置 さ
れました。

太 秦 野 元 町
に 安 全 標 示
な ど が 設 置
されました。

太 秦 椙 ヶ 本
町 の 水 路 が
き れ い に な
りました。

森 ヶ 東 町 の
ダ ッ ク ス の
壁 が 一 部 補
強 さ れ ま し
た。

嵯 峨 鹿 王 院
通 り の 道 路
が 補 修 さ れ
ました。
　

太 秦 森 ヶ 西
町 ～ 三 条 通
り　 水 路 の
改 修 工 事 が
行 わ れ ま し
た。
　　

嵯 峨 北 堀 町
に LED 街 灯
が つ き ま し
た。

太 秦 前 ノ 田
町（ 小 学 校
横 ）　「 通 り
抜 け で き ま
せん」の看板
が 設 置 さ れ
ました。

敬
老
乗
車
証
の
見
直
し
案
は
、
基
本
は
乗
る
た
び
に
負
担

す
る
応
益
負
担
。
こ
れ
ま
で
通
り
の
利
用
、
社
会
参
加
促
進

と
な
る
の
か
。
京
都
市
や
党
議
員
団
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
、「
あ
り
が
た
い
宝
物
の
制
度
。
絶
対
続
け
て
！
」
と
祈
る

よ
う
な
声
が
出
さ
れ
て
お
り
、
真
摯
に
う
け
と
め
る
べ
き
だ
。

「
京
（
み
や
こ
）
プ
ラ
ン
」
実
施
計
画
で
社
会
保
障
費
な

ど
を
削
減
す
る
も
の
。
福
祉
の
後
退
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

見
直
し
を
や
め
、
制
度
を
守
り
充
実
さ
せ
、
負
担
軽
減
に
努

め
る
べ
き
だ
。

国
保
料
の
徴
収
率
向
上
へ
徴
収
強
化
を
す
す
め
、
差
し
押

さ
え
件
数
は
、
2
0
0
5
年
か
ら
10
倍
に
増
加
。
学
資
保
険

の
差
し
押
さ
え
、
滞
納
保
険
料
の
徴
収
強
化
で
市
民
生
活
を

追
い
込
ん
で
き
た
。
分
納
で
支
払
っ
て
い
た
人
が
1
ヵ
月
分

遅
れ
た
だ
け
で
勤
務
先
に
ま
で
給
与
の
差
し
押
さ
え
を
通
知

す
る
や
り
方
は
、
き
め
細
か
く
丁
寧
に
相
談
に
の
っ
て
い
る

と
言
え
る
の
か
。

単
年
度
黒
字
が
続
く
中
、
な
ぜ
、
国
保
料
を
引
き
下
げ
な

い
の
か
。
市
民
の
命
を
守
る
立
場
に
立
ち
、
高
す
ぎ
る
国
保

料
を
引
き
下
げ
、
資
格
証
明
書
の
発
行
は
や
め
よ
。
保
険
料

の
引
き
上
げ
に
つ
な
が
る
都
道
府
県
一
元
化
に
反
対
す
べ
き
。

敬老乗車証を守れと署名活動

国
保
料
を
引
き
下
げ
、

差
し
押
さ
え
を
や
め
よ
。

都
道
府
県
一
元
化
に
反
対
を

敬
老
乗
車
証
の
見
直
し
を
や
め
、

制
度
を
守
れ

（
理
事
者
）
相
談
に
の
り
、
減
免
な
ど
の
説
明
を
し
て

い
る
が
、
事
情
な
く
払
わ
な
い
人
に
は
差
し
押
さ
え
は
当

然
。
累
積
赤
字
が
続
く
中
、
引
き
下
げ
は
で
き
な
い
。
都

道
府
県
単
位
化
は
必
要
で
あ
る
。
国
の
責
任
を
は
た
す
よ

う
求
め
る
。

（
副
市
長
）

社
会
参
加
を
支

え
、
応
益
負
担

の
導
入
に
よ
り
、

持
続
可
能
で
若

年
層
の
負
担
を

軽
減
す
る
も
の

に
す
る
。
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　14人の日本共産党京都市会議員団は、市民の
みなさんと力をあわせ、市民いじめの悪い政治
とキッパリ対決して、市議会でねばり強い論戦
をおこなうとともに、つねに建設的な対案を示
し、みなさんの切実な要求や願いを次々に実現
させてきました。

14人 日本共産党京都市会議員団の

市民とともに 市政を動かす

安
倍
内
閣
の
暴
走
に

ス
ト
ッ
プ
を

国
民
の
「
知
る
権
利
」
を
奪
う
秘
密
保
護
法

の
強
行
成
立
、
消
費
税
増
税
、
社
会
保
障
解
体
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
強
行
、
原
発
推
進
な
ど
、
安
倍
自
公
政
権

は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
暴
走
を
続
け
て
い
ま
す
。

共
産
党
議
員
団
は
、
安
倍
政
権
の
暴
走
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
る
国
民
的
運
動
の
先
頭
に
立
つ
と

と
も
に
、
門
川
市
長
に
対
し
「
市
民
の
く
ら
し
を

守
る
立
場
か
ら
国
に
対
し
物
を
言
う
べ
き
」
と

迫
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
長
は
国
い
い
な

り
で
、
消
費
税
増
税
や
社
会
保
障
解
体
も
推
進

の
立
場
で
す
。
市
長
与
党
も
昨
年
11
月
市
会
に

56
団
体
か
ら
出
さ
れ
た
「
増
税
中
止
」
の
請
願
を

不
採
択
に
し
ま
し
た
。

ム
ダ
な
大
型
公
共
事
業
を

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る

　
　焼却
灰
溶
融
施
設
─
契
約
解
除

共
産
党
議
員
団
は
、
試
運
転
開
始
後
も
ト
ラ

ブ
ル
が
続
い
た
焼
却
灰
溶
融
施
設
に
つ
い
て
、「
技

術
的
に
未
完
成
の
施
設
で
あ
り
、
ム
ダ
づ
か
い
の

典
型
だ
」
と
批
判
。
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

「
稼
働
中
止
」
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
8

月
に
住
友
重
工
と
の
「
工
事
契
約
解
除
」
に
追
い

込
み
ま
し
た
。

高
速
道
路
未
着
工
３
路
線

共
産
党
議
員
団
は
、
ム
ダ
と
環
境
破
壊
の
市

内
高
速
道
路
建
設
に
当
初
か
ら
反
対
し
て
き
ま

し
た
。
残
る
未
着
工
３
路
線
（
堀
川
線
・
西
大
路

線
・
久
世
橋
線
）
の
総
事
業
費
は
2
9
0
0
億

円
で
、「
計
画
の
中

止
」
を
繰
り
返
し
求

め
て
き
ま
し
た
が
、

2
0
1
2
年
3
月
の

市
議
会
で
、
市
長

は
事
実
上
、「
廃
止
」

を
表
明
し
ま
し
た
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
、

職
員
削
減
の「
京み

や
こ

プ
ラ
ン
」は
撤
回
を

４
年
間
で
2
5
0
億
円
の
福
祉
・
教
育
予
算

を
含
む
経
常
経
費
を
削
る
「
京
（
み
や
こ
）
プ
ラ

ン
」
実
施
計
画
は
、
国
の
構
造
改
革
路
線
を
そ
の

ま
ま
京
都
に
持
ち
込
む
も
の
で
、
く
ら
し
を
守
る

た
め
に
は
、「
京
（
み
や
こ
）
プ
ラ
ン
」
の
撤
回

が
必
要
で
す
。

市
バ
ス
・
地
下
鉄
運
賃
、

水
道
料
金
の
値
上
げ
中
止
を

消
費
税
増
税
に
あ
わ
せ
た
市
バ
ス
・
地
下
鉄
運

賃
の
値
上
げ
、
上
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
反
対
し

て
議
会
で
論
戦
を
お
こ
な
っ
た

の
は
日
本
共
産
党
だ
け
で
し
た
。

他
会
派
・
無
所
属
の
議
員
は
、

昨
年
10
月
か
ら
の
水
道
料
金
値

上
げ
も
含
め
、
す
べ
て
の
値
上

げ
提
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

「
市
民
の
宝
物
」

敬
老
乗
車
証
を
守
れ

敬
老
乗
車
証
に
つ
い
て
、
京
都
市
は
、
乗
る
た

び
に
一
定
の
お
金
を
払
う
「
応
益
負
担
」
の
制
度

に
変
え
よ
う
と
し
て
お
り
、「
敬
老
乗
車
証
を
守
れ
」

の
市
民
の
た
た
か
い
は
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
に
開
催
さ
れ

た
「
敬
老
乗
車
証
を
守
ろ

う
！
　
市
民
集
会
」
に
は

1
7
0
人
が
参
加
。
今
年
２

月
ま
で
に
、
市
長
に
対
し
て

８
３
８
８
筆
の
要
望
署
名
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
18
号
被
害
へ
の

緊
急
対
策
と
復
旧
支
援
に
全
力

市
内
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
昨
年
の

台
風
18
号
。
共
産
党
議
員
団
と
し
て
、
2
0
0
カ

所
を
こ
す
被
害
現
場
を
調

査
し
、
緊
急
の
対
策
と
復

旧
支
援
な
ど
に
つ
い
て
、

京
都
市
に
3
次
の
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
す
べ
て
の
被

災
者
の
復
旧
支
援
と
一
日

も
早
い
補
償
の
実
現
、
台
風
18
号
被
害
の
教
訓
を

生
か
し
た
抜
本
的
な
浸
水
被
害
対
策
な
ど
、
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

秘密保護法は廃止すべき

4月からの消費税増税中止を

未着工3路線

台風18号の被害対策について
京都市に申し入れ

新十条通

久世橋線
名神高速道路

油
小
路
線

西
大
路
線

堀
川
線

み
な
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
、

切
実
な
要
求
を
次
々
に
実
現

市
営
住
宅
の
風
呂
が
ま
は

京
都
市
の
責
任
で
取
り
替
え
に

請
願
の
紹
介
議
員
に
な
っ
た
の
は
共
産
党
だ

け
。
毎
年
、
市
に
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

市
バ
ス
均
一
運
賃
区
間
が

嵯
峨
・
嵐
山
地
域
に
拡
大

10
年
来
の
地
域
住
民
の
ね
ば
り
強
い
運
動
と

市
議
会
で
の
論
戦
が
実
っ
た
も
の
で
す
。

西
賀
茂
北
部
の
柊
野
に

市
バ
ス
路
線
が
走
る
こ
と
に

西
賀
茂
車
庫
ま
で
の
市
バ
ス
路
線
延
長
を
求

め
て
き
た
住
民
の
悲
願
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。

Ｊ
Ｒ
太
秦
駅
、阪
急
西
院
駅
等
で

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
前
進

2
0
1
4
年
度
は
Ｊ
Ｒ
桃
山
駅
、
阪
急
嵐
山
・

松
尾
大
社・上
桂
駅
で
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
ま
す
。
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